
(57)【要約】

【課題】より正確にセグメントの真円を保持すること等

を可能とする真円保持装置を提供する。

【解決手段】真円保持装置１００は、セグメント支持フ

レーム（前）１０１、周方向伸縮部（前）１０２、セグ

メント支持フレーム（後）１０３、周方向伸縮部（後）

１０４、掘進方向伸縮部１０５、連結部１０６、セグメ

ント内圧部１０７等から構成される。セグメント支持フ

レーム（前）１０１、セグメント支持フレーム（後）１

０３は、セグメント内空面と同一の曲率を有する環状の

フレームである。セグメントが組み立てられてセグメン

トのリングが形成されると、当該リング位置において、

周方向伸縮部１０２が伸張し、セグメント支持フレーム

１０１が真円となってセグメント内空面に密着する。真

円保持装置１００は、セグメント支持フレームをセグメ

ント内空面に密着させることにより、セグメントの真円

を保持する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
セ グ メ ン ト を 支 持 し 当 該 セ グ メ ン ト の 内 空 面 に 対 応 す る 曲 率 を 有 す る 環 状 の 支 持 フ レ ー ム
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 真 円 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 支 持 フ レ ー ム は 複 数 の 部 材 か ら 構 成 さ れ 、 当 該 部 材 を 連 結 す る 連 結 部 を 具 備 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 真 円 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 部 材 同 士 を 連 結 し 、 周 方 向 に 伸 縮 す る 第 １ 伸 縮 部 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ に 記 載 の 真 円 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 支 持 フ レ ー ム に 連 結 さ れ 掘 進 方 向 に 伸 縮 す る 第 ２ 伸 縮 部 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 真 円 保 持 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 支 持 フ レ ー ム を 複 数 備 え 、 当 該 支 持 フ レ ー ム 同 士 を 連 結 し 、 掘 進 方 向 に 伸 縮 す る 第 ２
伸 縮 部 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 真 円 保
持 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 セ グ メ ン ト を 押 圧 す る 押 圧 部 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ ま で
の い ず れ か に 記 載 の 真 円 保 持 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 シ ー ル ド ト ン ネ ル に お け る セ グ メ ン ト 組 立 の 際 に セ グ メ ン ト を 所 定 の 位 置 に 保
持 す る 保 持 装 置 に 関 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 セ グ メ ン ト リ ン グ を 真 円 に 保 持 す る 真 円 保 持 装
置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 シ ー ル ド 機 に お い て 、 セ グ メ ン ト が 組 み 上 が っ て セ グ メ ン ト リ ン グ が で き る と 、 こ
の セ グ メ ン ト リ ン グ を 真 円 に 保 持 す る た め に 真 円 保 持 装 置 が 使 用 さ れ る 。
従 来 の 真 円 保 持 装 置 は 、 天 端 部 の セ グ メ ン ト が 下 が っ た り 落 下 す る の を 防 止 し て セ グ メ ン
ト の 真 円 を 保 持 す る も の で あ る 。 こ の 従 来 の 真 円 保 持 装 置 は 、 シ ー ル ド 機 の 後 部 デ ッ キ に
配 置 さ れ 、 円 弧 状 の セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム を 上 下 に ２ 本 有 す る 。 こ の 上 下 ２ 本 の セ グ メ
ン ト 支 持 フ レ ー ム は 、 上 下 方 向 に 伸 縮 す る 油 圧 ジ ャ ッ キ 等 で 連 結 さ れ 、 セ グ メ ン ト の 底 盤
部 を 反 力 に し て 、 天 端 部 の セ グ メ ン ト が 保 持 さ れ る （ 例 え ば 、 ［ 特 許 文 献 １ ］ 参 照 。 ） 。
ま た 、 円 弧 状 の セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム を 上 方 の み に 設 け る 真 円 保 持 装 置 も あ る （ 例 え ば
、 ［ 特 許 文 献 ２ ］ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ７ は 、 従 来 の 真 円 保 持 装 置 ７ ０ ０ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
真 円 保 持 装 置 ７ ０ ０ は 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 上 ） ７ ０ １ 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム
（ 下 ） ７ ０ ２ 、 油 圧 ジ ャ ッ キ ７ ０ ３ 等 か ら 構 成 さ れ る 。
シ ー ル ド 機 の ス キ ン プ レ ー ト ７ ０ ５ 内 で セ グ メ ン ト ７ ０ ４ が 組 み 立 て ら れ る と 、 真 円 保 持
装 置 ７ ０ ０ は 、 セ グ メ ン ト ７ ０ ４ の 天 端 部 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ １ ３ ２ ９ ７ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ［ ０ ０ １ ３ ］ 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ １ ５ ７ ９ ２ 号 公 報 （ 段 落 番 号 ［ ０ ０ １ ８ ］ 、 ［ ０ ０ ２ ９ ］ 、 図 ２ 、 図 ７
）
【 ０ ０ ０ ５ 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 下 ２ 本 の セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム 間 に お い て 上 下 方 向 に 複 数 の 油 圧 ジ ャ
ッ キ が 締 結 さ れ る と 、 そ の 分 セ グ メ ン ト 内 の 作 業 空 間 が 制 限 さ れ る の で 、 小 中 口 径 シ ー ル
ド 機 で は 、 従 来 の 真 円 保 持 装 置 を 使 用 す る こ と が 困 難 で あ る と い う 問 題 点 が あ る 。
仮 に 、 小 中 口 径 シ ー ル ド 機 に 従 来 の 真 円 保 持 装 置 を 使 用 す る 場 合 、 上 方 に の み セ グ メ ン ト
支 持 フ レ ー ム を 設 け 、 下 方 の セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム を 省 か ざ る を 得 な い と い う 問 題 点 が
あ る （ 例 え ば 、 ［ 特 許 文 献 ２ ］ 参 照 。 ） 。
図 ７ に 示 す よ う に 、 従 来 の 真 円 保 持 装 置 ７ ０ ０ を 使 用 す る こ と に よ り 、 セ グ メ ン ト 内 の 空
間 ７ ２ ０ が 犠 牲 と な り 、 そ の 分 作 業 空 間 が 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 従 来 の 真 円 保 持 装 置 で は 保 持 す る セ グ メ ン ト は 天 端 部 等 の セ グ メ ン ト に 限 ら れ て い
る た め 、 セ グ メ ン ト の リ ン グ 全 周 に つ い て 真 円 に 保 持 す る も の で は な く 、 設 計 通 り の 強 度
を 得 ら れ な い 可 能 性 が あ る と い う 問 題 点 が あ る 。
図 ７ に 示 す よ う に 、 従 来 の 真 円 保 持 装 置 ７ ０ ０ を 使 用 し た と し て も 、 弧 部 分 ７ １ ０ に つ い
て は 、 セ グ メ ン ト ７ ０ ４ は 一 切 真 円 に 保 持 さ れ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 以 上 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 よ り 正 確 に セ グ メ ン ト の 真 円 を 保
持 す る こ と 等 を 可 能 と す る 真 円 保 持 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 第 １ の 発 明 は 、 セ グ メ ン ト を 支 持 し 当 該 セ グ メ ン ト の 内 空
面 に 対 応 す る 曲 率 を 有 す る 環 状 （ リ ン グ 状 ） の 支 持 フ レ ー ム を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る
真 円 保 持 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
支 持 フ レ ー ム （ セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム ） は 、 複 数 の 部 材 か ら 構 成 さ れ る 。 当 該 部 材 は 、
ヒ ン ジ 等 の 連 結 部 に よ り 連 結 さ れ る 。 連 結 部 は 、 例 え ば 、 各 部 材 が ト ン ネ ル 断 面 方 向 に 可
動 と な る よ う に 、 部 材 の 内 側 に 設 け ら れ た り す る 。 こ の 場 合 、 支 持 フ レ ー ム は 、 セ グ メ ン
ト 内 周 面 に 対 応 す る 真 円 の 形 状 を な し た り 、 当 該 真 円 の 形 状 よ り 小 さ い 形 状 を な し た り す
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
真 円 保 持 装 置 は 、 支 持 フ レ ー ム の 形 状 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 支 持 フ レ ー ム を セ グ メ ン
ト 内 面 に 当 接 、 密 着 さ せ た り 、 離 反 さ せ た り す る 。 ま た 、 支 持 フ レ ー ム の 形 状 を 変 化 さ せ
る べ く 、 当 該 支 持 フ レ ー ム の 開 放 端 部 間 に 、 周 方 向 に 伸 縮 す る 第 １ 伸 縮 部 （ 周 方 向 伸 縮 部
） を 設 け る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 １ の 発 明 で は 、 シ ー ル ド 機 内 で セ グ メ ン ト が 組 み 立 て ら れ て セ グ メ ン ト の リ ン グ が 形 成
さ れ る と 、 当 該 リ ン グ 位 置 に お い て 、 第 １ 伸 縮 部 が 伸 張 し 、 支 持 フ レ ー ム が 真 円 と な っ て
セ グ メ ン ト 内 空 面 に 当 接 、 密 着 す る 。
支 持 フ レ ー ム は セ グ メ ン ト の 内 空 面 と 同 じ 曲 率 を 有 す る た め 、 セ グ メ ン ト は 真 円 に 保 持 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 １ の 発 明 で は 、 真 円 保 持 装 置 は 、 セ グ メ ン ト と 同 一 の 曲 率 を 有 す る 支 持 フ レ ー ム を セ グ
メ ン ト 内 空 面 に 当 接 、 密 着 さ せ る こ と に よ り 、 セ グ メ ン ト の 真 円 を 保 持 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 掘 進 方 向 （ ト ン ネ ル 軸 方 向 ） に 伸 縮 す る 第 ２ 伸 縮 部 （ 掘 進 方 向 伸 縮 部 ） を 支 持 フ レ
ー ム に 連 結 し て も よ い 。 こ の 第 ２ 伸 縮 部 は 、 シ ー ル ド 機 、 既 設 の セ グ メ ン ト 等 か ら 反 力 を
得 て 伸 縮 し 、 支 持 フ レ ー ム を 移 動 さ せ る 。
尚 、 支 持 フ レ ー ム を 複 数 備 え る 場 合 、 第 ２ 伸 縮 部 は 、 当 該 支 持 フ レ ー ム 同 士 を 連 結 し 、 掘
進 方 向 に 伸 縮 す る よ う に し て も よ い 。
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こ の 場 合 、 真 円 保 持 装 置 は 、 支 持 フ レ ー ム の セ グ メ ン ト へ の 密 着 あ る い は 開 放 、 及 び 、 第
２ 伸 縮 部 の 伸 張 あ る い は 収 縮 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 尺 取 り 式 に 支 持 フ レ ー ム の 盛 替 を 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 支 持 フ レ ー ム の 外 側 に 押 圧 部 （ セ グ メ ン ト 内 圧 部 ） を 設 け 、 セ グ メ ン ト 内 空 面 を 押
圧 す る よ う に し て も よ い 。
こ の 場 合 、 全 周 に 渡 っ て 均 一 に 支 持 フ レ ー ム を セ グ メ ン ト に 当 接 、 密 着 さ せ る こ と が で き
る の で 、 セ グ メ ン ト の 真 円 度 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に 係 る 真 円 保 持 装 置 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 詳
細 に 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 及 び 添 付 図 面 に お い て 、 略 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成
要 素 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
最 初 に 、 図 １ 乃 至 図 ３ を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の
構 成 に つ い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
図 ２ は 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 正 面 図 で あ る 。
図 ３ は 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ は 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 前 ） １ ０ １ 、 周 方 向 伸 縮 部 （ 前 ） １ ０
２ 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 後 ） １ ０ ３ 、 周 方 向 伸 縮 部 （ 後 ） １ ０ ４ 、 掘 進 方 向 伸 縮 部
１ ０ ５ 、 連 結 部 １ ０ ６ 、 セ グ メ ン ト 内 圧 部 １ ０ ７ 等 か ら 構 成 さ れ る 。
尚 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ は 、 シ ー ル ド 機 の 各 構 成 部 分 （ ス キ ン プ レ ー ト 等 ） と は 独 立 に 設
置 可 能 で あ り 、 シ ー ル ド 機 の 動 作 と は 独 立 に 動 作 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 前 ） １ ０ １ 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 後 ） １ ０ ３ は 、 セ グ メ
ン ト 内 空 面 と 同 一 の 曲 率 を 有 す る 環 状 の フ レ ー ム で あ る 。 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ １
、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ ３ は 、 同 様 の も の で あ り 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ １
は 掘 進 方 向 前 側 に 設 け ら れ 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ ３ は 掘 進 方 向 後 側 に 設 け ら れ る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ １ 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ ３ は 、 複 数 の 弧 状 の 部 材 が
連 結 部 １ ０ ６ に よ り 連 結 さ れ て 構 成 さ れ る 。 連 結 部 １ ０ ６ と し て ヒ ン ジ （ 蝶 番 ） 等 を 用 い
る 場 合 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム の 内 側 に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
周 方 向 伸 縮 部 １ ０ ２ 、 周 方 向 伸 縮 部 １ ０ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ １
、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ ３ の 周 上 の 開 放 端 間 に 設 け ら れ る 。 周 方 向 伸 縮 部 １ ０ ２ 、
周 方 向 伸 縮 部 １ ０ ４ は 、 伸 縮 す る こ と に よ り セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム の 形 状 を 変 化 さ せ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
周 方 向 伸 縮 部 １ ０ ２ 、 周 方 向 伸 縮 部 １ ０ ４ は 、 伸 張 す る こ と に よ り 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ
ー ム を 真 円 と し て セ グ メ ン ト 内 空 面 に 当 接 さ せ た り 、 収 縮 す る こ と に よ り 、 セ グ メ ン ト 支
持 フ レ ー ム を セ グ メ ン ト 内 空 面 か ら 離 反 さ せ た り す る 。
周 方 向 伸 縮 部 １ ０ ２ 、 周 方 向 伸 縮 部 １ ０ ４ は 、 例 え ば 、 油 圧 ジ ャ ッ キ 、 ネ ジ 式 ジ ャ ッ キ 等
の 伸 縮 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
掘 進 方 向 伸 縮 部 １ ０ ５ は 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ １ 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０
３ を 連 結 す る 。 掘 進 方 向 伸 縮 部 １ ０ ５ は 、 伸 縮 し て セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ １ 及 び セ
グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ ３ を 近 接 さ せ た り 離 反 さ せ る こ と に よ り 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０
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の 盛 替 を 実 現 す る 。
掘 進 方 向 伸 縮 部 １ ０ ５ は 、 例 え ば 、 電 動 ジ ャ ッ キ 、 油 圧 ジ ャ ッ キ 等 の 伸 縮 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
セ グ メ ン ト 内 圧 部 １ ０ ７ は 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ １ 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １
０ ３ の 外 側 に 設 け ら れ る 。 尚 、 セ グ メ ン ト 内 圧 部 １ ０ ７ に つ い て は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 図 ４ を 参 照 し な が ら 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
図 ４ は 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 動 作 時 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
シ ー ル ド 機 の ス キ ン プ レ ー ト ４ ０ ２ （ 外 板 ） 内 で セ グ メ ン ト ４ ０ １ が 組 み 立 て ら れ て セ グ
メ ン ト の リ ン グ が 形 成 さ れ る 。 当 該 リ ン グ 位 置 に お い て 、 周 方 向 伸 縮 部 １ ０ ２ が 伸 張 し 、
セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ １ が 真 円 と な っ て セ グ メ ン ト 内 空 面 に 当 接 、 密 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
尚 、 シ ー ル ド 機 内 で セ グ メ ン ト が 組 み 立 て ら れ る た め 、 ス キ ン プ レ ー ト ４ ０ ２ の 内 面 と セ
グ メ ン ト の 外 面 と の 間 に は 隙 間 が 生 じ る 。 地 山 ４ ０ ５ か ら こ の 隙 間 を 経 て 地 下 水 等 が 流 入
す る の を 防 止 す る た め 、 シ ー ル 材 等 の テ ー ル シ ー ル ４ ０ ４ が ス キ ン プ レ ー ト ４ ０ ２ 後 端 に
環 状 に 設 け ら れ る 。
ま た 、 シ ー ル ド ジ ャ ッ キ ４ ０ ６ は 、 当 接 す る セ グ メ ン ト か ら 反 力 を 得 て 伸 張 し 、 シ ー ル ド
機 を 推 進 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
以 上 の 過 程 を 経 て 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ が セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ １ に よ り セ グ メ ン
ト の 真 円 を 保 持 し つ つ 、 セ グ メ ン ト の 組 み 立 て が 行 わ れ る 。
こ の よ う に 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ は 、 セ グ メ ン ト と 同 一 の 曲 率 を 有 す る セ グ メ ン ト 支 持 フ
レ ー ム を セ グ メ ン ト 内 空 面 に 当 接 、 密 着 さ せ る こ と に よ り 、 セ グ メ ン ト の 真 円 を 保 持 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 図 ５ を 参 照 し な が ら 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 盛 替 に つ い て 説 明 す る 。
図 ５ は 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 盛 替 時 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 の セ グ メ ン ト の リ ン グ が 新 た に 形 成 さ れ る と 、 周 方 向 伸 縮 部 （ 後 ） １ ０ ４ が 伸 張 し 、 セ
グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 後 ） １ ０ ３ が セ グ メ ン ト 内 空 面 に 当 接 、 密 着 す る 。
一 方 、 周 方 向 伸 縮 部 （ 前 ） １ ０ ２ が 収 縮 し 、 セ グ メ ン ト を 保 持 し て い た セ グ メ ン ト 支 持 フ
レ ー ム （ 前 ） １ ０ １ が セ グ メ ン ト か ら 開 放 さ れ る 。
掘 進 方 向 伸 縮 部 １ ０ ５ は 、 セ グ メ ン ト 内 空 面 に 当 接 、 密 着 す る セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （
後 ） １ ０ ３ か ら 反 力 を 得 て 伸 張 し 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 前 ） １ ０ １ を 掘 進 方 向 前 方
に 押 し 出 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 前 ） １ ０ １ が 新 た に 形 成 さ れ た セ グ メ ン ト の リ ン グ 位 置 に 移 動
し た ら 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 動 作 に つ い て 上 述 し た よ う に 、 当 該 リ ン グ 位 置 に お い て 、
周 方 向 伸 縮 部 （ 前 ） １ ０ ２ が 伸 張 し 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 前 ） １ ０ １ が 真 円 と な っ
て セ グ メ ン ト 内 空 面 に 当 接 、 密 着 し 、 セ グ メ ン ト の 真 円 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 方 、 周 方 向 伸 縮 部 （ 後 ） １ ０ ４ が 収 縮 し 、 セ グ メ ン ト を 保 持 し て い た セ グ メ ン ト 支 持 フ
レ ー ム （ 後 ） １ ０ ３ が セ グ メ ン ト か ら 開 放 さ れ る 。
図 ５ に 示 す よ う に 、 掘 進 方 向 伸 縮 部 １ ０ ５ は 、 セ グ メ ン ト 内 空 面 に 当 接 、 密 着 す る セ グ メ
ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 前 ） １ ０ １ か ら 反 力 を 得 て 収 縮 し 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 後 ） １
０ ３ を 掘 進 方 向 前 方 に 引 き 寄 せ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 の 過 程 を 経 て 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ は 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 前 ） １ ０ １ 、 セ グ
メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 後 ） １ ０ ３ を 盛 替 え る 。
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こ の よ う に 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ は 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム の セ グ メ ン ト へ の 密 着 あ る
い は 開 放 、 及 び 、 掘 進 方 向 伸 縮 部 の 伸 張 あ る い は 収 縮 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 尺 取 り 式 に
セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム の 盛 替 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 、 図 ６ を 参 照 し な が ら 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ に お け る 真 円 度 の 向 上 に つ い て 説 明 す る
。
図 ６ は 、 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ に よ る セ グ メ ン ト 保 持 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま ず 、 セ グ メ ン ト 内 圧 部 １ ０ ７ に よ る 真 円 度 の 向 上 に つ い て 説 明 す る 。
図 ６ 、 図 １ 等 に 示 す よ う に 、 セ グ メ ン ト 内 圧 部 １ ０ ７ は 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ １
、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム １ ０ ３ の 外 側 に 設 け ら れ る 。 セ グ メ ン ト 内 圧 部 １ ０ ７ は 、 シ ー
ル ド 機 、 セ グ メ ン ト の 口 径 に 応 じ て 複 数 設 け ら れ る 。 セ グ メ ン ト 内 圧 部 １ ０ ７ は 、 伸 縮 あ
る い は 体 積 変 化 す る こ と に よ り 、 セ グ メ ン ト の 内 空 面 に 圧 力 を 作 用 さ せ る （ 図 ６ ： 圧 力 ６
０ １ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
セ グ メ ン ト 内 圧 部 １ ０ ７ は 、 セ グ メ ン ト パ ッ ド 等 で あ り 、 例 え ば 、 油 圧 、 空 気 圧 、 水 圧 等
に よ り 体 積 変 化 す る バ ッ グ 上 、 袋 状 、 チ ュ ー ブ 状 の も の 、 油 圧 ジ ャ ッ キ 、 空 気 ジ ャ ッ キ 等
で 機 械 的 に 伸 縮 す る 伸 縮 装 置 等 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 周 方 向 伸 縮 部 が 伸 張 し て セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム が セ グ メ ン ト 内 空 面
に 当 接 、 密 着 す る 際 、 セ グ メ ン ト に 不 均 一 に 接 触 し た 場 合 、 セ グ メ ン ト 内 圧 部 １ ０ ７ を 膨
張 あ る い は 伸 張 す る こ と に よ っ て 、 セ グ メ ン ト を 内 空 面 側 か ら 押 圧 し 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ
レ ー ム を セ グ メ ン ト 内 面 に 均 一 に 接 触 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の よ う に 、 セ グ メ ン ト 内 圧 部 に よ り セ グ メ ン ト 内 空 面 を 押 圧 す る こ と に よ り 、 全 周 に 渡
っ て 均 一 に セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム を セ グ メ ン ト に 当 接 、 密 着 さ せ る こ と に よ り 、 セ グ メ
ン ト の 真 円 度 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
続 い て 、 セ グ メ ン ト 外 圧 部 ４ ０ ３ に よ る 真 円 度 の 向 上 に つ い て 説 明 す る 。
図 ６ 、 図 ４ 等 に 示 す よ う に 、 セ グ メ ン ト 外 圧 部 ４ ０ ３ は 、 シ ー ル ド 機 の ス キ ン プ レ ー ト ４
０ ２ の 内 側 に 設 け ら れ る 。 セ グ メ ン ト 外 圧 部 ４ ０ ３ は 、 シ ー ル ド 機 、 セ グ メ ン ト の 口 径 に
応 じ て 複 数 設 け ら れ る 。 セ グ メ ン ト 外 圧 部 ４ ０ ３ は 、 伸 縮 あ る い は 体 積 変 化 す る こ と に よ
り 、 セ グ メ ン ト の 外 面 に 圧 力 を 作 用 さ せ る （ 図 ６ ： 圧 力 ６ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
セ グ メ ン ト 外 圧 部 ４ ０ ３ は 、 例 え ば 、 油 圧 、 空 気 圧 、 水 圧 等 に よ り 体 積 変 化 す る バ ッ グ 上
、 袋 状 、 チ ュ ー ブ 状 の も の 、 油 圧 ジ ャ ッ キ 、 空 気 ジ ャ ッ キ 等 で 機 械 的 に 伸 縮 す る 伸 縮 装 置
等 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
セ グ メ ン ト 組 立 後 、 組 み 立 て た セ グ メ ン ト の 内 側 に セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム が セ ッ ト さ れ
る 。
図 ６ に 示 す よ う に 、 周 方 向 伸 縮 部 が 伸 張 し て セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム が セ グ メ ン ト 内 空 面
に 当 接 、 密 着 し 、 セ グ メ ン ト の 内 空 面 の 円 周 長 と セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム の 円 周 長 が 一 致
す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
セ グ メ ン ト 外 圧 部 ４ ０ ３ を 膨 張 あ る い は 伸 張 す る こ と に よ っ て 、 セ グ メ ン ト を 外 側 か ら 押
圧 し 、 外 圧 を か け ら れ た セ グ メ ン ト は 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム に 押 し 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の よ う に 、 セ グ メ ン ト 外 圧 部 に よ り セ グ メ ン ト の 外 側 か ら 圧 力 を 作 用 さ せ る こ と に よ り
、 セ グ メ ン ト の 真 円 度 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
例 え ば 、 セ グ メ ン ト の 真 円 を 保 持 す る 上 で 障 害 と な る セ グ メ ン ト シ ー ル の 不 均 一 な つ ぶ れ
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等 を 一 様 に つ ぶ す こ と に よ っ て 、 セ グ メ ン ト の 真 円 を よ り 正 確 に 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 真 円 保 持 装 置 は 、 セ グ メ ン ト と 同 一
の 曲 率 を 有 す る セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム を セ グ メ ン ト 内 空 面 に 当 接 、 密 着 さ せ る こ と に よ
り 、 セ グ メ ン ト の リ ン グ 全 周 に 渡 っ て 真 円 を 保 持 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 設 計 強 度 を 確 保 し
、 セ グ メ ン ト の 割 れ 、 欠 け を 防 止 し 、 精 度 良 く 掘 進 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 セ グ メ ン ト 内 圧 部 あ る い は セ グ メ ン ト 外 圧 部 に よ り 、 セ グ メ ン ト の 内 側 及 び 外 側 か
ら 圧 力 を 作 用 さ せ る こ と に よ り 、 セ グ メ ン ト の 真 円 度 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
さ ら に 、 セ グ メ ン ト の 真 円 を 保 持 す る 上 で 障 害 と な る セ グ メ ン ト シ ー ル の 不 均 一 な つ ぶ れ
等 を 均 一 に つ ぶ す こ と に よ っ て 、 セ グ メ ン ト の 真 円 を よ り 正 確 に 保 持 し 、 高 い 止 水 性 が 確
保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム の 伸 縮 部 が 円 周 上 に 配 置 さ れ て い る た め 、 従 来 の 真 円 保 持
装 置 の 場 合 と 比 較 し て 、 セ グ メ ン ト 内 空 を 占 め る 範 囲 が 低 減 さ れ 、 作 業 ス ペ ー ス を 十 分 に
確 保 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 真 円 保 持 装 置 は 、 こ れ ま で 採
用 す る こ と が 困 難 で あ っ た 小 中 口 径 の シ ー ル ド 機 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
以 上 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 に か か る 真 円 保 持 装 置 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て
説 明 し た が 、 本 発 明 は か か る 例 に 限 定 さ れ な い 。 当 業 者 で あ れ ば 、 本 願 で 開 示 し た 技 術 的
思 想 の 範 疇 内 に お い て 、 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り 、 そ
れ ら に つ い て も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 セ グ メ ン ト 外 圧 部 を ス キ ン プ レ ー ト 内 側 に 有 す る シ ー ル ド 機
に お い て 真 円 保 持 装 置 を 使 用 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 真
円 保 持 装 置 は 、 通 常 の シ ー ル ド 機 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 真 円 保 持 装 置 は 、 シ ー ル ド 機 と は 独 立 に 、 前 後 ２ つ の
セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム が 掘 進 方 向 伸 縮 部 に よ り 連 結 さ れ て 構 成 さ れ る 。 掘 進 方 向 伸 縮 部
は 、 後 の セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム か ら 反 力 を 得 て 前 方 の セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム を 押 し 出
し 、 前 の セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム か ら 反 力 を 得 て 後 ろ の セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム を 引 き 寄
せ 、 尺 取 り 式 に 盛 替 を 行 っ た が 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム は 、 必 ず し も 複 数 で な く と も よ
い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
掘 進 方 向 伸 縮 部 を シ ー ル ド 機 の 後 部 シ ャ フ ト 、 後 部 デ ッ キ 、 ス キ ン プ レ ー ト 等 に 連 結 し て
シ ー ル ド 機 側 か ら 反 力 を 得 た り 、 シ ー ル ド 機 の 後 部 シ ャ フ ト 、 後 部 デ ッ キ 、 ス キ ン プ レ ー
ト 等 に よ り セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム を 支 え た り す る 場 合 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム は １ つ
で よ い 。 同 様 に 、 掘 進 方 向 伸 縮 部 を 既 設 セ グ メ ン ト 等 に 連 結 す る こ と に よ り 、 当 該 既 設 セ
グ メ ン ト か ら 反 力 を 得 た り 、 セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム を 支 え た り す る 場 合 、 セ グ メ ン ト 支
持 フ レ ー ム は １ つ で よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 詳 細 に 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 よ り 正 確 に セ グ メ ン ト の 真 円 を 保 持 す る こ
と 等 を 可 能 と す る 真 円 保 持 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の の 外 観 を 示 す 斜 視 図
【 図 ２ 】 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 正 面 図
【 図 ３ 】 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 側 面 図
【 図 ４ 】 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 動 作 時 の 外 観 斜 視 図
【 図 ５ 】 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ の 盛 替 時 の 外 観 斜 視 図
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【 図 ６ 】 真 円 保 持 装 置 １ ０ ０ に よ る セ グ メ ン ト 保 持 状 態 を 示 す 図
【 図 ７ 】 従 来 の 真 円 保 持 装 置 ７ ０ ０ の 構 成 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ０ … … … 真 円 保 持 装 置
１ ０ １ … … … セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 前 ）
１ ０ ２ … … … 周 方 向 伸 縮 部 （ 前 ）
１ ０ ３ … … … セ グ メ ン ト 支 持 フ レ ー ム （ 後 ）
１ ０ ４ … … … 周 方 向 伸 縮 部 （ 後 ）
１ ０ ５ … … … 掘 進 方 向 伸 縮 部
１ ０ ６ … … … 連 結 部
１ ０ ７ … … … セ グ メ ン ト 内 圧 部
４ ０ １ … … … セ グ メ ン ト
４ ０ ３ … … … セ グ メ ン ト 外 圧 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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